
　・自律を促す

　・一人で悩まず解決の道を見つけ出す

問題解決能力 コミュニケーション力 鬱解消

思考力 調和力(均衡・平衡) 自己責任と自律を認識

責任感 自信 内向的思考改善 ＋＋＋ （プラス３段階） 自己重要感　(生きがい・やりがい) ＜偕楽ゾーン＞

アサーション 指導力 自己中心的思考改善 　仕事を楽しんでいる。仕事に生かされている。   仕事を職場全体で楽しんでこなす

研修実施後の社員は自信がつき 積極性 交渉力 否定的思考改善

自発性 協調性 平常心を取り戻す 社 ＋＋ （プラス２段階） 強迫的責任感　(やるべきだ) ＜緊迫ゾーン＞

自主性 承認力 不平不満解消 員 　成果を出す事のみが目標の為、人の入れ替わりが多  責任感から感情よりも仕事優先

・自発的自主管理で積極的 質問力 肯定力 不安解消 の

感 ＋ （プラス１段階） 義務感　(やらねばならない) ＜負担ゾーン＞

情 　初めは成果は出るが無理が多いため長丁場は困難   強迫観念で苦痛が伴う

変

化 （マイナス１段階）対等意識　(1秒も余分には働かない) ＜冷淡ゾーン＞

六 　拝金主義、お金のためだけに働いている   割り切り型行き詰まり思考

・責任感が高まる 会社の方針 己を知る 義 責任感・目標達成 段

・逆境に立ち向かう セクションの目標 傾向性認知 勇 忍耐力・初心貫徹 階 （マイナス２段階）怠慢　(さぼりたい・妬み) ＜横着ゾーン＞

・視点を変えた考え方をする 個性を主張する範囲をわきまえる 能力開化 仁 カリスマ性・慈悲慈愛の精神 　勤務時間稼ぎ・仕事のできる人の足を引っ張る   無気力、目的意識のズレ

己の社内での位置を認識 情動を指数管理 礼 マナー・礼儀

社内貢献を意識する 自分の強みを磨く 誠 配慮・大局からの視点 （マイナス３段階）逃避　(引きこもり、鬱) ＜鬱、又は不快ゾーン＞

社会貢献を意識する 逆境克服 名誉 信用・信頼 　辞めたい感情充満・思考力低下   追い詰められている

後輩育成力 忠義 仕事の取り組み方

克己 逆境に勝つ強い心 肯定学®

　・感情コントロール

　・改善策を具体化

　・「和」を尊び、チームで成果をあげる

　 　＊武士道導入研修は、
“責任感”と“貫徹する意欲”が育つ。

“信用・信頼”を大切にするようになり、“忍耐力”と“行動力”がより磨かれる。

“言われる前”に気がつき自発的に業務をこなすようになり、又、“言われた以上”に仕事ができるようになる
“思いやりの心”が育つことで、自然と“配慮”ができるようになる。

　 　＊肯定学は
他者の能力を認めることで、部下の育成が上手になる。
自分より能力の高いものも使えるようになる。

　　　　　＊ラインエイジの社員研修は
武士道を根幹にすえて、肯定学・コーチング・ＥＱ・カウンセリングを加味した研修。
内容の組み合わせは自由。自社に合った研修をリーズナブルに実施。

　 　＊総体的に
仕上げにカラーコーディネートで「見せ方」「似合う色の使い方」も指導。
内面からも外見からも変身することで、自信が湧き出る。
気づかなかったことに視点を向け、無理なく改善することができるようになる。
想像力が高まり、創造性が芽生えることで、自発的・積極的・自主的になる。

　・日本型能力主義(育てることも実力)

　・マナー、配慮（気配り・目配り・心配り）、常識

貴社の社是社訓

・支持待ちからの脱皮

・協調性・調和力が育まれる

　・質問力を上げる(効果的質問)

　・隠れた能力の引き出し

　・意欲的行動

＜引き出す・自発性＞ ＜自信・育成＞
　・人間関係構築

・仕事に楽しんで取り組む

コーチング

ベース
＜解決策分析＞

　・社是社訓が社内に浸透

　・会社の方針に則った研修

　・個性をはぐくむ研修

＜人間の根幹＞

カウンセリング

　・仕事に対する心構え、意欲増強、自発性促進

ラインエイジの武士道導入研修・講座

＜オリジナリティー＞

ベース

　・貴社専用オリジナルテキスト使用 　（・アセスメントによる診断）

・配慮ができる

・真意を理解する

・判断力が研ぎ澄まされる

　・感情の次にくる行動を改善

・私よりも公を重んじる

　・すっきりとした気分で仕事に向かう

　・リーダーとしての能力開化

＜共感・問題点発見＞

　

　・目標を定められるようになる

　・自発性促進、自主性を促す

ＥＱ 　武士道精神

　・部下が育つ

　・気持ちが安定しいつも一定

肯定学


